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開倫塾ニュース2010年５月号巻頭言 2010 年 3 月 23 日

教科書は徹底的に予習しよう

─予習は、辞書と参考書、ノートのフル活用を─

開倫塾

塾長 林明夫

Ｑ：新学年を迎える４月に最もすべきこととは何ですか。

Ａ：(林明夫。以下省略)学校の教科書の予習、それも徹底的な予習だと私は考えます。

新学年の教科書を手にした瞬間から、自分の好きな科目、得意な科目だけでよいですから、誰に遠慮す

ることなくどんどんと教科書を勉強してしまいしょう。

できれば全科目、全科目が無理なら 1 科目でも多く教科書を予習しましょう。ゴールデン・ウィークの

終わる日まで、1 ページでも多く予習してしまいましょう。

Ｑ：なぜ予習をしたほうがよいのですか。。

Ａ：どのような内容をこれから一年間勉強するのかを予め知ってから学校の授業に臨むのと、その日の授業

を聞いて初めて勉強する内容を知るのとでは、勉強した成果(結果)が大きく異なるからです。

学校の教科書を徹底的に予習し、自分のよくわからないところを予めはっきりさせてから学校の

授業に臨むことが大切であると私は考えます。

高校を卒業後、5 人に 4 人の方は大学や短期大学、専門学校、専修学校などに進学なさいます。

そのような高校以上の学校を高等教育機関と言いますが、そこでの授業は予習が前提となっていま

す。自分の力で予習を十分に行って、自分のわからないところをはっきりさせ、問題意識をもって

授業に臨む。これが、大学などの高等教育機関での授業に臨む大切な態度です。

開倫塾の塾生の皆様の大半は、高校卒業後に大学等の高等教育機関に進学なさいますので、小学

生、中学生、高校生のうちに、大学に行っても困らないよう予習の習慣を身に付けてもらいたいと

私は希望します。

社会に出て仕事や社会的な活動をするときも、基本的な本や文章を勉強して、自分の力で新しい

ことを理解し、身に付けることが求められる場合が山ほどあります。これは、よく考えれば学校の

教科書の予習と同じです。自分で勉強して、よくわかるところとよくわからないところをまずはは

っきりさせる。よくわからないところは、よくわかる人に教えて頂く。よくわかる人が見つかなけ

れば、さらに自分の力で調べたり考え続ける。このような態度が大切です。

学校にいる間に、予習の仕方を身に付けて、大学などの高等教育機関に進学したときや社会に出

てから役に立てて下さいね。

予習の仕方をはじめ学校での勉強は、大学に行っても世の中に出てもすべて役に立ちますよ。
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Ｑ：予習は具体的にどのようにしたらよいのですか。

Ａ：学校の教科書を最初のページから丁寧にできるだけゆっくりと読んでみましょう。遠慮しないで、でき

れば全科目を大きな声を出してゆっくり、何回も音読してみましょう。私が一番お勧めする予習は、学校

の教科書の音読練習です。

・音読していて、よく読めない語句や意味のわからない語句に出会ったらどうするか。国語辞典や漢和辞

典、古語辞典、英和辞典や各科目の学年別の参考書などを用意して、語句、ことばの読み方や意味を調

べてみましょうね。

・調べた結果は、科目別にノートを用意してメモ(記録)しておくことも大切です。せっかく調べても、ノ

ートにメモしておかないと忘れてしまいますからね。

・ただし、その場で覚えたり、何回も同じことばを調べるほうがよいと考える方はそうして下さいね。

＊勉強には、いろいろなやり方があります。予習も自分の仕方を工夫してやって下さいね。

Ｑ：朗読(ろうどく)のＣＤがある英語は、ＣＤやＥＤを使ったほうがよいのですか。

Ａ：その通りです。単語や語句の発音は、発音記号をよく理解してノートすることも大切ですが、学校の教

科書に準拠した CD や ED を利用して、ゆっくり聞き取りや発音の練習をすることをお勧めします。

1 日に 1 回、たとえ 10 分でもよいですから、ED などを用いた学校の教科書の音読練習をしましょう。

驚くほど効果がありますよ。

Ｑ：サブノートをつくったほうがよいのですか。

Ａ：教科書の内容で、自分が「うん、なるほど」と十分理解したことをノートにまとめながら勉強を進める

サブノートは、とても効果の上がる勉強方法です。

ただし、気をつけないと、教科書を丸写しするだけになることもありますので、注意して下さいね。「ま

とめノート」であるサブノートは、よく考えながら作って下さいね。

Ｑ：最後に一言どうぞ。

Ａ：予習は、英語・数学(算数)・理科・社会・国語だけすればよいのではありません。保健体育、技術・家

庭、美術、音楽はじめ学校の教科書のあるすべての科目の中で、これぞという科目について行って下さい。

例えば、譜面が読めて楽器が演奏できたり歌が歌えたりする人は、音楽の教科書を手にしたら、

どんどん演奏したり歌ったりすると素晴らしい予習になります。

技術・家庭や保健体育、美術の教科書はゆっくり読めばとても面白いですよ。

最後に一言。学校の教科書は、大学などの高等教育機関に進学した後も、また、社会に出た後も、

死ぬまで役に立ちます。絶対に捨てないで下さいね。家の一定の場所に大切に保管し、折に触れて

読み返して下さいね。

ゴールデン・ウイーク明けからは、期試験の準備がありますので、ゴールデン・ウイークの終わ

りの日までにできるだけ予習して下さいね。

－ 2010 年 3 月 23 日記－


